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「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

－

０
」補
助
金
が
拡
充
さ
れ
ま
す

　
静
岡
県
で
は
、
予
想
さ
れ
る
巨
大

地
震
に
備
え
る
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ

－

0
」
総
合
支

援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
震
や
が
け
崩
れ
に
よ

る
家
屋
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
そ

れ
に
伴
う
人
的
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
、
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
を

支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
平
成
29
年
１
月
よ
り
、
制
度
拡
充

に
伴
っ
て
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
ご
自
宅
の
耐
震
化
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

町
内
で「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
実
証
実
験
」を
開
始
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
県
と
と
も
に
、
町
内
の

空
き
物
件
を
活
用
し
た
「
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
」
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
と
は
、

お
も
に
都
市
圏
の
企
業
が
地
方
に
事

務
所
を
新
設
し
て
業
務
の
一
部
を
移

転
す
る
こ
と
を
指
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
多
様
性
の
あ
る
雇
用
の
創
出
や
町

内
へ
の
転
入
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

用
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発
す
る

「
ゾ
ー
ホ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
」

（
本
社
：
横
浜
市
）
が
、
元
「
小
長

井
駐
在
所
」（
小
長
井
区
）
で
業
務

を
試
験
的
に
開
始
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
本
町
を
移
転
先
に
選
ん

だ
理
由
と
し
て
、
高
度
情
報
基
盤
の

整
備
に
よ
り
高
速
通
信
網
が
使
用
で

き
る
こ
と
や
県
・
町
か
ら
の
各
種
支

援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
自
然
豊
か

な
本
町
の
環
境
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
２
月
ま
で
、
本
社
と
の
連
絡
通
信

の
確
認
や
地
元
採
用
者
を
対
象
と
し

た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
の
「
実
証

実
験
」
を
行
い
、
そ
の
後
オ
フ
ィ
ス

を
本
格
稼
働
さ
せ
る
予
定
で
す
。
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建
設
課
・
建
設
管
理
室　
☎（
56
）２
２
２
7

企
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
室　
☎（
56
）２
２
２
１

住宅の耐震補強工事の実施手順
※耐震補強工事のみの補助は受けられません。

①専門家の無料耐震診断
　町が派遣する専門家が耐震診断を実施（無料）。

②補強計画の作成
　診断により補強箇所、工事費などを検討し補
強設計を作成。
※補助額：費用の３分の２以内（上限９万６千円、

高齢者のみの世帯：上限 14 万４千円）

③耐震補強工事
　補強計画に基づき耐震補強工事を実施。

一般世帯

30 万円＋ 30 万円＝ 60 万円
高齢者のみの世帯の場合

50 万円＋ 30 万円＝ 80 万円

プロジェクト「TOUKAI－0」
総合支援事業お問合せ先

建設課（本庁）　　建設管理室　☎（56）2227
　　　（総合支所）　産業建設室　☎（58）7076

▲元「小長井駐在所」

▲テレビ会議の様子を紹介するゾーホージャパン社員

▲耐震補強工事における施工の一例

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 20
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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

神東美希（かんとう　みき）
平成 24年５月から川根本町エコツーリズムネット
ワーク事務局を担当。平成 28年４月から一般社
団法人エコティかわねの事務局長としてエコツー
リズムを核とした様々なまちづくり事業を展開。

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティかわね 事務局長

神東美希
の

紅葉シーズンは町内どこも大
賑わいでしたね。エコティで

もトレッキングやカヤックプログ
ラムでたくさんの方にご参加いた
だきました。繁忙期が終わってひ
と息つきたいところですが、そう
はいきません。

私たちだけではなく町全体の
課題は、冬場の集客です。春

夏秋に来ていただいたお客様にど
うやって冬に足を運んでいただく
か、「冬の川根もイイネ」と思って
もらえるか。

そこである会員が考えたのが、
バードウォッチング。2017

年は「酉（とり）年」ということに
もかけて、春夏秋冬と年間４回シ

リーズで開催します。４回ともす
べて１泊２日の宿泊型プログラム
です。

滞在時間を長くすることで宿
泊施設を利用、町内各所を

周遊してもらうことも目的のひと
つ。エコティのプログラムだけで
完結するのではなく、それをきっ
かけに地域のファンになり、お金
を落としてもらうことも大切だと
考えるからです。

エコティのプログラム１回あ
たりの参加者は、多くてせい

ぜい15人～20人。そこで得られ
るお金はたかが知れています。し
かし地域全体を考えると侮れませ
ん。宿泊、交通、温泉、食事、買い物
など、さまざまな利用が考えられ
るからです。

何よりの強みはリピーター率
の高さです。川根本町の自然

と人々のおもてなしを気に入れ
ば、お客様は必ず戻ってきてくれ
ます。さらに気に入れば、お客様が

ほかのお客様を連れてきてもくれ
ます。だからこそ100人が１回で
はなく、10人が10回来てくれる地
域を目指したいのです。

さて、バードウォッチング企画
の記念すべき第一回（１月）

の開催地は寸又峡。冬だからお客
様が来ないのではなく、「冬だから
こそ」できることを実践していき
ます。初めての試みなのでうまく
いくかどうか分かりませんが、Try

（トライ）＆ Error（エラー）＝試行
錯誤するしか方法はありませんか
ら。

秋のトレッキングの様子。自然の美しさは
もちろんのこと、ガイドの説明や心のこ
もったおもてなしも好評です。

川
根
本
町
農
業
委
員
会（
役
場
産
業
課
内
）　
☎（
56
）２
２
２
６

産
業
課
・
農
業
室　
☎（
56
）２
２
２
６

農
業
者
年
金
個
別
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

新
規
就
農
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
農
業
者
年
金
は
農
家
の
み
が
加
入
で
き
る
公
的
年
金
で
す
。こ
の
た
び
、

静
岡
県
農
業
会
議
の
相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。日
時・

会
場
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　
加
入
者
、
受
給
者
の
方
、
ま
た
加
入
を
検
討
中
の
方
に
つ
い
て
も
お
気

軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
参
加
予
定
の
あ
る
方
は
、
役
場
産
業
課
ま
で
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

 

１
月
23
日（
月
）　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

会
場　

 

川
根
本
町
役
場　
本
庁　
１
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

　
町
内
へ
の
就
農
を
お
考
え
の
方
を
対
象
と
し
た
就
農
相
談
会
を
左
記
の

通
り
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
町
の
担
当
者
が
研
修
制
度
、
補
助
制
度
な
ど

様
々
な
ご
質
問
・
ご
相
談
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
就
農
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。参
加
予
定
の
あ
る
方
は
、

役
場
産
業
課
ま
で
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

 

１
月
23
日（
月
）　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

会
場　

 

川
根
本
町
役
場　
本
庁　
１
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

　
※
農
業
者
年
金
相
談
会
と
共
催
で
行
い
ま
す
。
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